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論点４ 周辺地域との連携・協働の
あり方

釧路湿原流域と国立公園区域

流域

シカの分布域と公園区域 知床半島エゾシカ保護管理計画素案

対象地域

特定管理地域（知床岬）
管理方針：必要に応じ人為的介入、越

冬地改変は行わない。
管理主要：防御的手法（植生保護）、密

度操作実験（知床岬）

緩衝地域≒遺産地域Ｂ
管理方針：必要に応じ人為的介入、

森林再生事業との連携
に注意

管理手法：防御的手法（植生保護）、
密度操作実験、越冬環
境改変

核心地域≒遺産地域Ａ
管理方針：人為的な介入を避ける。
管理手法：防御的手法（植生保護）

隣接地域（公園区域外）
管理方針：必要に応じ人為的介入、

自治体、民間等の事業
との連携、コミュニティ
ベースの個体数調整

管理手法：防御的手法（植生保護）、
越冬地環境改変、密度
操作実験

公園区域外も含めて計画を検討
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利用拠点も
公園区域外

ウトロ市街地
（公園区域外）

羅臼市街地
（一部公園区域内）

知床横断道
路

知床五湖

カムイワッカ湯の滝

公園利用者の大半が宿泊ま
たは通過するウトロ、羅臼市
街地との連携は不可欠

保護地域の重複・隣接（イメージ図）

国立公園

国定公園

鳥獣保護区
（国指定）

自然環境保全地域
（県指定）

原生自然環境
保全地域

国立公園と重複また
は隣接して他の保
護地域が指定され
ている地域もある。

県立自然公園

森林生態系保護地域

天然記念物


